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 平成２２年度公共事業評価について，京都市公共事業評価委

員会（以下「委員会」という。）の意見書を踏まえ，下記のと

おり対応方針を定める。 

 

記  

 

１ 全体について 

再評価の対象となった８事業の対応方針は別紙１のとおり

であり，７事業については，「事業継続」とし，１事業につい

ては，「事業休止」とする。 

事後評価の対象となった２事業の対応方針は別紙２のとお

りであり，２事業とも「今後の事後評価，改善措置とも不要

である」とする。 

なお，これまでにも「休止」となった事業があるが，それ

ら事業については，再開する場合の評価委員会での取り扱い

が制定されていないため，その対応について，検討していく。 

 

２ 個別事業について 

＜再評価＞ 

（１）街路事業 深草疏水通 

 本事業は，琵琶湖疏水の堤防敷等を利用して，歩行者の安全や

地域住民の生活環境の向上を図るため，緑豊かな親水性のある自

転車歩行者道として，鴨川東岸線と一体的に整備を進めているも

のである。 

 本事業は既に用地買収が完了し，道路築造工事もほぼ完成して

いる。 



  

 今後は，現在事業中である鴨川東岸線の進ちょくに合わせて事

業の早期完成に努める。 

 

（２）街路事業 山陰街道 

 本事業は，葛野中通を起点とし国道９号を終点とする京都市西

部地域の東西補助幹線道路で，桂川街道から府道桂停車場線まで

を整備することにより，阪急桂駅への路線バスの円滑な運行と，

歩行者の安全な通行を確保し，また，古い街並みが残っている周辺

環境に配慮しながら，地域の活性化を図るものである。 

 今後も引き続き，事業の早期完成に向けて，残る用地買収を進

め，更なる事業の進ちょくを図る。 

 

（３）街路事業 向日町上鳥羽線（第二工区） 

 本事業は，国道１７１号久世橋付近における交通渋滞の解消を

図り，安全で円滑な道路交通を確保するため，既に暫定供用され

ている第一工区と連携して整備するものである。 

 今後も引き続き，事業の早期完成に向けて，残る用地買収を進

め，関連工事である第一工区とともに更なる事業の進ちょくを図

る。 

 

（４）道路事業 小川通 

 本事業は，本路線に隣接する普通河川小川の廃川敷地を一体的

に活用して道路拡幅及び歩道整備を行うことにより，地域の交通

の安全確保と土地の有効活用を図るものである。 

 今後も引き続き，事業の早期完成に向けて，残る用地買収を進

め，更なる事業の進ちょくを図る。 

 

（５）道路事業 主要地方道 大原花背線 

 本事業は，国道３６７号と国道４７７号や京都広河原美山線を

東西に結び，京都市北部地域における外郭幹線道路として，北部



  

地域間の連絡や京都市街地との連絡の緊密化，また，災害時の代

替道路等の機能など地域の活性化を促進するものである。 

 本事業の機能として，道路ネットワークの形成強化，旧京北町

域との連携強化及び農林業，観光レクリエーション産業の支援が

あげられ，本事業の完成により，これらの効果が見込まれるため，

その整備の必要性は依然として高い。 

 しかしながら，現在の京都市の財政状況は極めて深刻な事態と

なっており，今後は，より高い事業効果を発現できる事業を選択

し，限られた予算を集中して投入していく必要があることから，

完成までに多くの事業費を要する本事業の継続実施は困難である。

そのため，社会経済情勢が回復し，整備に向けた環境が整うまで

の間，本事業は休止とする。 

 

（６）土地区画整理事業 上鳥羽南部地区 

 本事業は，京都国際文化観光都市建設計画の一環として，幹線

道路である油小路通などの都市計画道路と近隣公園等の公共施設

の整備を，隣接する土地区画整理事業施行地区と連携して施行す

ることにより，健全で良好な市街地の形成を図るものである。 

 これまでの取組により事業の進ちょく率は９４．８％に達し，

事業は最終段階となっている。今後も引き続き，事業の早期完了

に向けて，更なる事業の進ちょくを図る。 

 

（７）土地区画整理事業 竹田地区 

 本事業は，京都国際文化観光都市建設計画の一環として，幹線

道路である油小路通他３路線の都市計画道路及び近隣公園を根幹

とした整備を行うとともに，隣接する土地区画整理事業施行地区

との連携した公共施設整備を行うことにより，健全で良好な市街

地の形成を図るものである。 

 これまでの取組により事業の進ちょく率は９９．６％に達し，

事業は最終段階となっている。今後も引き続き，事業の早期完了



  

に向けて，更なる事業の進ちょくを図る。 

 

（８）土地区画整理事業 伏見西部第五地区 

 本事業は，京都国際文化観光都市建設計画の一環として，幹線

道路である向島神足線等の都市計画道路を骨格として，周辺地域

と整合した公共施設の整備改善を行い，健全で良好な市街地の形

成を図るものである。 

 本事業は，施行面積が広大であるとともに費用も膨大であるこ

とから，今後は，公共事業評価委員会から付されている意見のと

おり，早期に事業効果が発現するよう事業計画を見直し，事業の

早期完了に向けて更なる事業進ちょくを図る。 

 

＜事後評価＞ 

（１）街路事業 国鉄嵯峨駅北通 

 本事業は，ＪＲ山陰本線嵯峨嵐山駅と丸太町通を結ぶアクセス

道路と駅前広場を整備し ,駅へのアクセス機能を向上させるとと

もに，関連して進められている嵯峨嵐山駅の橋上駅化事業や自由

通路の整備事業と連携することにより，公共交通の利便性の向上

及び駅周辺の地域活性化に寄与するものである。 

 本事業により，ＪＲ嵯峨嵐山駅への北側からのアクセスが可能

となり，地域の利便性の向上が図れるなど，道路整備による効果

が発現されていることから，今後の事後評価及び改善措置の必要

性はない。 

 また，今後，同種事業を行っていく際には，事業の必要性や有

効性について住民の理解を得るため本事業実施に伴う効果を活用

していきたい。 

 

（２）土地区画整理事業 伏見西部第二地区 

 本事業は，京都国際文化観光都市建設計画の一環として，幹線

道路である油小路通他２路線の都市計画道路及び公園等の公共施



  

設の整 備を行うことにより，健全で良好な市街地の形成を図るも

のである。 

 本事業により，公共施設が計画的に整備，配置され，良好な市

街地環境が形成されており，宅地に関しても道路に接して再配置

され，整形化されたことから有効活用できる状況となっているな

ど，土地区画整理事業による効果が発現されていることから，今

後の事後評価及び改善措置の必要性はない。 

 また，今後，同種事業を行っていく際には，事業が長期化しな

いように，面積が大きい場合には工区分けを検討するなど，短時

間で事業完了できる施行区域の検討をしていきたい。 



 

平 成 ２ ２ 年 度  再 評 価 対 象 事 業 一 覧 

再評価対象事業の該当条件 

① 事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業 

② 事業採択後１０年間を経過した時点で継続中の事業 

③ 再評価の実施後５年間を経過した時点で継続中の事業 

④ 社会経済情勢の急激な変化，技術革新等により再評価を実施することが必要であると認めら

れる事業 

＊ 「補」は国庫補助事業，「単」は京都市単独事業を示す。 

 

 

 

 

 

種 

別 

番 

号 

 

補

単 

＊
 

事 業 名 事業概要 
採択

年度

該当 

条件 

経過 

年数 
対応方針 

街
路
事
業 

１ 補 深草疏水通 
延長 L=524m 

幅員 W=6～21m 
H8 ③ 15 「事業継続」 

２ 単 山陰街道 
延長 L=178m 

幅員 W=15m 
H2 ③ 21 「事業継続」 

３ 補 
向日町上鳥羽線 

(第二工区) 

延長 L=1,045m 

幅員 W=22～39m 
H8 ③ 15 「事業継続」 

道
路
事
業 

４ 単 小川通 
延長 L=270m 

幅員 W=9.5～11.5m 
S55 ④ 31 「事業継続」 

５ 単 
主要地方道 大原花背線

(北部周辺地域整備事業)

延長 L=11,900m 

幅員 W=8.5m 
S54 ③ 32 「事業休止」 

土
地
区
画
整
理
事
業 

６ 補 上鳥羽南部地区 面積 A=151.0ha S46 ③ 40 「事業継続」 

７ 補 竹田地区 面積 A=48.1ha S49 ③ 37 「事業継続」 

８ 補 伏見西部第五地区 面積 A=108.9ha H13 ② 10 

委員会から付された 

意見に基づき 

「事業継続」 

（別紙１）



 

平 成 ２ ２ 年 度  事 後 評 価 対 象 事 業 一 覧 

事後評価対象事業の該当条件 

① 新規事業採択時評価又は再評価を実施した事業の内，事業完了後５年以内の事業 

② 市長その他の本市の行政機関が必要であると判断した事業 

 

種 

別 

番 

号 

補※

単  
事 業 名 事業概要 

採択

年度

該当

条件

完了

年度
対応方針 

街
路
事
業 

１ 単 国鉄嵯峨駅北通 

延長 L=143m 

幅員 W=11m 

駅前広場面積 A=2,100m2

H3 ① H20
「今後の事後評価，改善

措置とも不要である」 

土
地
区
画 

整
理
事
業 

２ 補 伏見西部第二地区 面積 A=117.5ha S44 ① H17
「今後の事後評価，改善

措置とも不要である」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（別紙２）
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京都市公共事業評価実施要綱 



 

京都市公共事業評価実施要綱 

 
  第１章 総則 
（目的） 
第１条 この要綱は，本市が実施する公共事業に関し，事業の必要性や効果等を客観的

に評価し，公表することにより，公共事業における効率性及び実施過程の透明性の一

層の向上を図ることを目的とする。 
（定義） 
第２条 この要綱において，次の各号に掲げる用語の定義は，それぞれ当該各号に定め

るところによる。 
⑴ 公共事業 道路，河川，公園，土地区画整理，住宅，上下水道，鉄道，環境衛生

その他の市民の生活と密接に関連する社会資本の整備に関する事業（維持管理に属

する事業及び実施期間が１年以下の事業を除く。）をいう。 
⑵ 新規採択時評価 新たに事業費の予算要求をするに当たり，事業の妥当性及び事

業費に係る事業の優先度を判断するために行う評価をいう。 
⑶ 再評価 この要綱に定める再評価対象事業について必要に応じて事業の見直し等

の検討を行う評価をいう。 
⑷ 事後評価 この要綱に定める事後評価対象事業について，事業完了後の事業効果

等の確認を行い，今後の事後評価の必要性や改善措置を検討するとともに，事後評

価の結果を同種の事業の計画・調査のあり方や事業手法の見直し等に反映させるこ

とを目的として実施する評価をいう。 
⑸ 事業採択 事業費の予算化をいう。 
⑹ 未着工 用地買収手続及び工事のいずれにも着手していないことをいう。 
⑺ 事業完了 別表により所管事業ごとに定義するものをいう。 
⑻ 環境衛生施設整備事業 平成１１年３月９日付け生衛発第３５５号厚生省生活衛

生局水道環境部長通知で規定している環境衛生施設(水道施設(水道事業又は水道用

水供給事業の用に供するダム等水道水源開発のための施設及びこれらの施設と密接

な関連を有する施設を含む。)及び廃棄物処理施設をいう。)の整備に係る事業をい

う。 
⑼ 廃棄物処理施設整備事業 廃棄物の処理及び清掃に関する法律で規定している廃

棄物を処理する施設の整備に係る事業をいう。 
（京都市公共事業評価委員会） 
第３条 市長は，第１条に規定する目的を達成するために京都市公共事業評価委員会

（以下「委員会」という。）を設置し，意見を求める。 
（委員会の公開） 
第４条 委員会の会議は，公開とする。ただし，会議を公開することにより京都市情報

公開条例第７条に規定する非公開情報が公になると委員会が認める場合は，この限り

でない。 



 

２ 市長は，前項ただし書の規定により会議を非公開にしようとするときは，その理由

を明らかにしなければならない。 
３ 第１項の会議とは，再評価又は事後評価対象事業についての事業説明，審議及び意

見書の取りまとめに係る会議とする。 
４ 会議の公開は，傍聴を認めることにより行うとともに，公開した会議については会

議録を作成し，これを公表する。 
（結果の公表） 
第５条 市長は，第９条又は第１４条に定める対応方針の決定後速やかに，その内容を

公表しなければならない。 
  第２章 再評価 
（再評価対象事業） 
第６条 再評価は，本市が実施する公共事業のうち，次の各号に掲げる事業について，

実施する。 
⑴ 事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業 
⑵ 事業採択後１０年間（環境衛生施設整備事業については，５年間）を経過した時

点で継続中の事業 
⑶ 再評価の実施後５年間（下水道事業については，１０年間）を経過した時点で継

続中の事業 
⑷ 前３号に定めるもののほか，社会経済情勢等の急激な変化，技術革新等により再

評価を実施することが必要であると認められる事業 
２ 前項第１号及び第２号の期間は，事業採択の日が属する年度の４月１日から起算す

るものとし，前項第３号の期間は，再評価の実施の日が属する翌年度の４月１日から

起算するものとする。 
（再評価の実施時期） 
第７条 再評価は，前条第１項各号に規定する期間の満了前に実施するものとする。 
（再評価の方法） 
第８条 市長その他の本市の行政機関は，再評価の実施に当たって，次の各号に掲げる

事項について検証を行わなければならない。 
⑴ 事業に係る実施及び供用開始の目途 
⑵ 地域状況の変化等，事業を取り巻く社会経済情勢等の変化による事業の実施の効

果 
（再評価の対応方針の決定） 
第９条 市長その他の本市の行政機関は，委員会の意見を尊重し，再評価対象事業につ

いて必要に応じ中止，休止を含む事業の見直し等の対応方針を決定しなければならな

い。 
（フォローアップ） 
第１０条 市長その他の本市の行政機関は，再評価を行った事業のうち，継続中の事業

について，進捗状況，社会経済情勢の変化その他必要と認める事項を委員会に報告し

なければならない。 



 

  第３章 事後評価 
（事後評価対象事業） 
第１１条 事後評価の対象とする事業は，本市が実施する公共事業のうち，次の各号に

掲げる事業とする。 
⑴ 新規採択時評価又は再評価を実施した事業の内，事業完了後５年以内（廃棄物処

理施設整備事業にあっては，事業完了後７年以内）の事業 
⑵ 市長その他の本市の行政機関が必要があると判断した事業 

（事後評価の実施時期） 
第１２条 事後評価の実施時期は，次の各号に掲げるとおりとする。 

⑴ 前条第１号に該当する事業にあっては，事後評価の対象となる年の年度末までに

実施する。 
⑵ 前条第２号に該当する事業にあっては，市長その他の本市の行政機関が実施時期

を決めるものとする。 
（事後評価の方法） 
第１３条 市長その他の本市の行政機関は，事後評価の実施に当たって，次の各号に掲

げる事項について検証を行わなければならない。 
⑴ 事業を巡る社会経済情勢等の変化 
⑵ 事業実施に伴う事業効果等 

（事後評価の対応方針の決定） 
第１４条 市長その他の本市の行政機関は，委員会の意見を尊重し，事後評価対象事業

について，今後の事後評価の必要性，改善措置の必要性，事後評価対象事業と同種事

業の計画・調査のあり方や事業評価手法等の見直し等の対応方針を決定しなければな

らない。 
  第４章 その他 
（その他） 
第１５条 この要綱に定めるもののほか，再評価及び事後評価の実施並びに新規採択時

評価に関し必要な事項は別に定める。 
   附 則 
（施行期日） 
１ この要綱は，平成１９年６月１日から施行する。 
（関係規定の廃止） 
２ 「京都市公共事業再評価実施要綱（平成１０年１２月１５日）」は廃止する。 



 

別表（第２条関係） 

 
所管事業 事業完了の定義 

都市公園等事業 原則として計画区域全体において，都市公園法第２条の２に
基づく供用開始の公告が行われた時点 

土地区画整理事業 原則として換地処分が行われた時点 

下水道事業 原則として全体計画に規定している施設整備が完了した時点 

市街地再開発事業 すべての工事が完了し，精算が行われた時点 

河川事業 原則として一連の整備効果を発現する区間の整備が完了した
時点 

地すべり対策事業 地すべり防止区域における一連の地すべり対策事業が終了し
た時点 

道路，街路事業 原則として事業採択を行った区間又は箇所が全線供用を開始
した時点 

廃棄物処理施設整備
事業 原則として国庫補助事業が完了した時点 

農地防災事業 原則として国庫補助事業が完了した時点 

公営住宅整備事業等 原則として事業単位に含まれる住宅等の施設がすべて完成し
た時点 

住宅地区改良事業等 原則として事業単位に含まれる住宅等の施設がすべて完成し
た時点 

住宅宅地関連公共施
設等総合整備事業 原則として国庫補助事業が完了した時点 

住宅市街地整備総合
支援事業 原則として国庫補助事業が完了した時点 

密集住宅市街地整備
促進事業 原則として国庫補助事業が完了した時点 

住宅市街地総合整備
事業 原則として国庫補助事業が完了した時点 

水道事業 
原則として事業採択を行った箇所又は区間がすべて供用を開
始した時点 

簡易水道事業 
原則として事業採択を行った箇所又は区間がすべて供用を開
始した時点 

都市・幹線鉄道整備
事業 事業採択を行った箇所及び区間がすべて供用を開始した時点 

 
 


